


「ダイバージョナルセラピーワーカー（ＤＴＷ）養成講座」
スケジュールと認定までのプロセス

■ 受講時間
午前10時～午後６時／授業は１コマ９０分×３２コマ＝４８時間
（日曜日は午前９時30分～午後５時30分となります）

■ 募集人数　３０名
■ 受講料
日本ＤＴ協会会員＝８０,０００円(正会員及び法人会員／協力会員は3,000円プラス）
会員でない方　＝１００,０００円

■ 修了証　
ＤＴワーカー認定コースの全講義を受講された方には「修了証」を授与します。
講義を欠席した方は、3年以内に補講(無料)により全講義を完了の上「修了証」を授与します。

■ 認定試験と認定
「修了証」を取得された方で認定を希望される方に対し、認定試験(面接と小論文審査)を実施します。受験料
は無料。日程は６月に予定しております。

合格者は「ダイバージョナルセラピーワーカー」として日豪のＤＴ協会が協同認定し、
「認定証」を授与、認定カードを発行します。認定者は日本ＤＴ協会個人正会員として登録していただきま
す。

■ 認定料　５,０００円
■ 更新について　初回は３年後に更新。以降は５年ごとの更新となります。
　　　　　　　初回は３年以内に1度以上、以降は５年間に２回以上、本協会の主催または

　　　後援、推薦する研修、講演会、ＤＴＷ講習会等に参加することと、更新時まで正会員であ
ることを条件とします。

■ 更新料　５,０００円

今、求められる「ダイバージョナルセラピーワーカー」養成へ！
ダイバージョナルセラピー(ＤＴ)は、オーストラリアで４０年の実績をもつ“レジャー＆ライフスタイル”を支援す
る専門職で、オーストラリアＤＴ協会(DTA)は、医師会、看護協会、ＰＴ協会、ＯＴ協会、ＳＴ協会、アルツハ
イマー協会等とともにNational Aged Care Alliance（全国高齢者ケア連盟）に加盟しています。日本ダイバー
ジョナルセラピー協会は、日本の生活文化に根差したダイバージョナルセラピーの実践者の育成を目指して2008
年に第1期ＤＴＷ養成講座をスタートしました。2011年11月現在で151人のＤＴワーカーが誕生し、高齢者施
設、病院、リハビリテーション分野、地域・在宅ケア、教育機関など多様な分野での活躍が始まっています。
オーストラリアでは現在、ＤＴの対象は各世代に広がっており、精神科、緩和ケア、リハビリテーション、チャ
イルドケア等においても重要な役割を担うようになってきました。日本の看護・介護の現場でも、一人一人に
とって“意味のあるレジャー”のQOLにもたらす影響に目が向けられ、その専門分野としてダイバージョナルセラ
ピーへの期待が高まっています。日本ダイバージョナルセラピー協会（DTAJ）は、オーストラリアＤＴ協会
（DTA）の強力なパートナーシップを得て、これからも日本におけるＤＴ教育を担ってまいります。
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